
第5回プログラム委員会アジェンダ案＋メモ
2022/7/20

前回第4回プログラム委員会メモ

開始・終了時刻： 18：00-19:22
参加者： 上村（司会）、堀田、河内、前村、加藤-18:44、高松、18:55-立石、森下、柴

田、本田-18:57、山崎（記）

1. タスクリストの確認

2. 企画セッションの立案
● メインセッション：全体テーマを拾うセッション

○ 公募セッションの審査の関係で、今回は議論の対象としない。

● 地ならしセッション

○ IGF2023が日本に来るにあたり、IGFについて新たにかかわった人に対し、IGFと
は何か、ということについて、MAGメンバーとして働きかけてはどうか

■ イベント宣伝時の工夫、インガバに関心を持ってもらえるようなセッション

タイトルと概要を作成する必要あり

■ 去年(IGF2021)の内容については触れた方がよい→承った（前村）
■ 今年(IGF2022)：河内
■ 来年(IGF2023)：飯田

● 河内飯田で調整する

■ 総務省がもっと前に出るべき（本田）

■ 実行委員会に参加する人が秋イベントに参加することについて期待（前

村）

● 地ならしセッションにも参加してもらうべき（上村）

○ 内容のブレインストーミング

■ 地ならしセッションと名付けたのは、チュートリアル的なものを意図したの

か。そうすると、河内さんや飯田さんの話とは整合しないのでは（加藤）

■ メインセッションの後に持ってくるべき、インターネットガバナンスとは、（加

藤）

■ チュートリアル色が強すぎないようにして、2023に向けて我々ができるこ
とについてに注力しては（上村）

■ ビジネスや市民個人を巻き込める「地ならし」をすべきと考える（本田）

■ どのようにすれば巻き込めるかをこの会議で議論したい（上村）

■ 一般の人が興味を持ちそうなテーマ、例えばAIについて識者に話をしても
らうセッションを最初に持ってきてはどうか（河内）

● まさにメインセッションで案に挙がっているものが関連する（上村）

■ 無理にタイトルを名付ける必要はないかも（上村）

https://docs.google.com/document/d/1-3eC1yNKzPPjDpykR5K4EpLK4N_XR9GM4QUbPK9LWQM/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/17l3kEGGJsRUz7xc6f5HA5XdzSwpSaF08/edit?usp=sharing&ouid=101035935806416410210&rtpof=true&sd=true


3. 審査関連
● 提案提出状況：4件
● 審査状況：16日締め切り予定、21日木5時に全員のシートが揃う予定、22日に審査委員
会開催予定

● 企画セッション案と重複はあるか？→審査の公平を期すため、内容を見ていない（堀田）
● フォローアップについて

○ 昨年の反省で入れた：登壇者がぎりぎりまで決まらなかった、等

○ IGFの振舞い、流儀に不案内な方がいると丁寧にフォローする必要がありそう。
○ セッション毎にプログラム委員が付くか、去年と同じように同じ人が全セッションを

見るか？

■ 審査終了後、相談窓口として担当を割り当てる。

○ 指導ではなく支援までとする。

○ 登壇者が喋るだけでQ&Aがなかったセッションが去年あったので、そういうのは
ないようにしたい。

■ 窓口になっていただく方には、その辺りを気にかけていただく。

○ 去年の反省を踏まえ、募集要項にはその辺りを追記してあるので、その辺りを周

知徹底できれば。

○ 想定問答を準備するか？（本田）→次回プログラム委員会までに、昨年の反省リ
ストを基に、フォローアップ項目を作成する（本田）

■ IGF2021国内事前会合については、活発化チームの第9回会合で振り返
りを行っており、プログラムタスクサブチームとイベントサブチームは資料

を出している。（高松、チャットより）

4. ロジ関連
● リスク管理の問題なので、JPNICとJAIPAで相談することとする。
● 100人入る会場などに決め打ちとするか。（立石）
● 方向が決まったらプログラム委員会に報告することとする。

5. 外部への働きかけ
● キャッチーな内容

○ 第4回プログラム委員会で出た、映画の話：翻訳・上映許可は得た。あとはお金
の問題。2ヶ月あれば間に合う予定。（立石）

■ オンラインでやると著作権の問題で費用が高騰する可能性。現地会場だ

けであれば1回5万円程度。
■ 尺は80分程度。TrailerはWebで見られるようになっている。全体プログラ
ムにどう組み込むかは考え所。

● 広報先

○ 高校生ICTカンファレンスby安心協に働きかけに行く。前回会合に登壇いただい
た高校生の先生が動いている。（立石）

○ 教鞭をとっている京都の大学院で何かできないか、考えているところ（立石）

○ MyDataJapanと連絡を始めている。（立石）
● タイミング

● 2023実行委員会との連携

https://www.nic.ad.jp/ja/materials/igf/20211108/
https://www.nic.ad.jp/ja/materials/igf/20211108/


6. その他
● 審査委員会を22日18時から開催する。審査委員の皆様よろしくお願いします。（堀田）
● 次回プログラム委員会開催予定：活発化チーム会合間に1回は開催するようにしたい。
日程調整は8月8日の週で進めたい。


